
ふたば国際プラザ 会議スペースの利用案内 

 

(使用目的) 

１．在住外国人に対する日本語学習や母語学習に関連する教室の開催、支援団体の会議等

多文化共生社会を推進する活動に限り、会議スペースを無料で貸し出し致します。 

(使用の対象) 

２．会議スペースは、別紙でふたば国際プラザに登録、審査を経た団体・個人が使用でき

ます。 

(使用できる日時) 

３．会議スペースを使用できる日時は、以下の開館時間帯のうち当プラザの事業が行われ

ていない時間帯です。当プラザの事業日程及び予約可能な詳細日程についてはお問い

合わせください。 

＜ふたば国際プラザ利用可能時間＞ 

火、水、木、金、土：10:15-19:45 日、祝：10:15-16:45 

休館日：月、年末年始(12/28~1/5) 

※月曜が祝日の場合は開館し、翌火曜が休館日になります 

(会議スペースのレイアウト、備品) 

４．会議スペースのレイアウト、備品は下記の通りです。 

⑴ １F 会議スペース 

日本語学習、イベント開催などに使える Wi-Fi 付き

の会議スペースです。※1F の会議スペースの基本形

は机 11 台・椅子 22 脚からなります。予備の椅子 60

脚も利用可能です。 

 

 

 

⑵ 2F 多目的室 

語学学習・小人数の会議などにご利用いただけま

す。※2F の多目的活動室(机 4 台・椅子 8 脚)が利

用可能です。 

 

 

 

 (飲食について) 

５． 会議スペースでの飲食は、軽食可能としますがごみは各自でお持ち帰りください。 

(使用の許可) 

６．会議スペースを使用する前には、別紙の団体登録申込書を提出して頂きます。 

(1) 使用申し込みの時には、別紙の「使用申込書」をご記入の上、使用希望日の 60 日前か

ら先着順に受け付けします。 

備品：プロジェクター・電動スクリーン・スピーカー・

マイク(3 本)・ホワイトボード・長机・椅子・テレビ 

備品：プロジェクター・スピーカー・マイク(3 本)・

ホワイトボード・長机・椅子 



*原則として、申込みはふたば国際プラザ窓口にご来館のうえ、お手続きください。ご

来館が難しい場合は、まずお電話またはメールで仮予約を行い、その後仮予約期間中

に使用申込書を持参またはメールで送付してください。仮予約期間は 1 週間です。1

週間を過ぎますと自動的にキャンセルとなります。なお、申込内容に変更が生じた場

合は、必ずふたば国際プラザまでご連絡をお願いいたします。 

(2) 申し込みの受付時間は、開館時間に準じます。来館または電話、メールでの予約が重

なった場合、来館して予約頂いた団体を優先します。 

(3) 連続利用は、1 団体について 3 日までとします。 

(4) 使用の許可後、当プラザは管理運営上の必要に応じ使用条件を別途追加、または変更

する場合があります。 

(使用不許可の基準) 

７．次のいずれかに該当するときは、使用を許可しません。 

(1) 公序良俗に反するおそれがあると認められた場合 

(2) 会議スペースまたは備品を損傷し、または滅失するおそれがあると認められた場合 

(3) 営利活動を目的としている場合 

(4) 当プラザの管理運営上支障があると認められる場合 

(予約のキャンセル、変更) 

８．会議スペースの予約後に使用をキャンセルすることになった場合は、他団体への案内

を行いますので、速やかに当プラザへご連絡ください。キャンセルの連絡を怠ったと

認められる場合は今後の予約の際考慮させて頂きます。 

９．災害・警報時、公共交通機関が運休している場合など、当プラザを臨時に閉館する際

は会議スペースをご使用頂けませんので予めご了承ください。 

(権利譲渡等の禁止) 

１０．使用者が、会議スペースを使用する権利を譲渡・転貸することを禁止します。 

(使用の取り消し、制限等) 

１１．使用者が次のいずれかに該当するときは、許可を取り消し、または会議スペースの

使用を制限もしくは停止する場合があります。 

(1) 許可の条件に違反した場合 

(2) 虚偽その他不正な手段により許可を受けた場合 

(3) 当プラザ運営上やむを得ない事情が生じた場合 

(原状回復義務) 

１２．使用者は、会議スペースの使用を終わったときは直ちに原状回復してください。

机・椅子は基本形(施設内に張り紙有)に戻し、備品も必ず原状回復し、当方スタッフ

のチェックを受けてからお帰りください。ごみ等は各自でお持ち帰りください。 

*使用者が上記事項を履行しない際は、当プラザは使用者に代わってこれを行い、その

費用を使用者から徴収することができます。 

(損害賠償) 

１３．会議スペースの使用に際し、施設または付属設備を損傷し、または滅失した場合

は、その損害を賠償しなければなりません。 


